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4.2 学校施設の耐震化推進への利用 

 

4.2.1 学校施設耐震化の現状と耐震化推進の経緯 

 学校は子供たちが多くの時間を過ごす教育の場として、地震時にも安全かつ安心な場所

であることが必要である。同時に、学校や公民館などの公共施設は、非常災害発生時にお

ける地域住民の応急的な避難場所として利用されたり、防災拠点としての機能を付与され

たりするなど、地震防災および被災後の生活において重要な役割を果たすことが求められ

ている。1995 年の兵庫県南部地震においては、昭和 56 年の建築基準法令の耐震設計に関す

る事項の改正前に計画、設計された、いわゆる既存不適格建物に大きな被害が認められた。

それをうけ、昭和 56 年の建築基準法令の改正前に建てられた学校施設等の公共施設の耐震

化の必要性が指摘され、対策が進められている。 

 しかしながら、文部科学省が平成 14 年 5 月に実施した全国の公立学校施設の耐震改修状

況調査では、「昭和 56 年以前の基準で建築された建物のうち耐震診断を行ったものは、わ

ずか 3割に過ぎず、公立学校施設全体では耐震性に問題がある建物は約 4割と推計される」

等の結果が報告された※１。耐震化が進まない理由としては、負担する費用が大きいことの

ほかに、対象建物が多数であり経費等の制約により一気に耐震化を図ることが困難である

ことや、管理する建物をどのような順で診断・改修していくべきかの策定方法が確立され

ていないことが挙げられている。 

 学校施設の耐震診断、耐震改修が進んでいない現状に鑑み、文部科学省は「学校施設の

耐震化推進に関する調査研究協力者会議」（主査：岡田恒男東京大学名誉教授）を平成 14

年 10 月に組織して、耐震化に係る課題や耐震化推進計画の策定手法等について検討を行い、

平成 15 年 4 月に報告書「学校施設の耐震化推進について」1)をとりまとめた。この報告書

では、耐震化推進の判断材料の一つとして、地震動予測地図から得られる当該地域の想定

震度情報を活かすといった利用方法が示されている。 
 
※１ 平成15年4月1日現在、2階以上もしくは延べ面積が200㎡を超える公立小中学校の非木造建物131,482

棟の 53.4％に耐震性が確認されていないことが文部科学省によって報告されている。昭和 56 年以前の

新耐震基準以前の設計で建築された学校建物は 85,870 棟で 65.3％にのぼる。そのうち耐震診断済みは

30,096 棟であり、耐震診断実施率は 35.0％にとどまっている。なお、昭和 57 年以降建築の建物につい

ては全て耐震性があるものとしている 2)。さらに平成 16 年 4月現在の調査によれば、耐震診断実施率は

45.2％で平成 15 年 4 月に比べ 10.2 ポイント向上した。一方で耐震化率は 2.5 ポイント増にとどまり、

50.9％の建物に耐震性が確認されていないことが報告されている。 

 

4.2.2 報告書「学校施設の耐震化推進について」の概要 

 報告書は以下のような提言で 3部構成になっている。 

(1) 既存学校施設の耐震化推進に係る基本方針の提言 

① 倒壊または大破する恐れのある学校施設の優先的な耐震化対策 
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② 学校施設の特性に適合する耐震診断の早期実施 

③ 耐震診断結果や耐震化推進計画の公表 

④ 学校施設の非構造部材等の耐震点検や耐震化対策の実施 

⑤ 学校施設の質的向上と耐震化の推進 

⑥ 耐震化推進計画の早期策定 

 

(2) 既存学校施設の耐震化推進計画を策定する手法

の提言 
 

 ここでは、「耐震化優先度調査」や「耐震診断結果

の評価方法」等の新しい手法が提言され、耐震化推進

計画策定から耐震化事業実施までの流れが具体的に

述べられている。 

 耐震化推進計画を策定するための手法として、 

① 行政担当者、学識経験者、教職員等で構成す

る学校施設の耐震化に関する検討組織の設置 

② 耐震診断等の優先度を検討するための耐震化

優先度調査の早期実施 

③ 耐震診断結果に基づく耐震化事業の緊急度に

関する評価方法 

④ 地震調査研究推進本部が作成を進めている地

震動予測地図の活用方法 
 

等が提案され、図 4.2.1 のように計画策定のためのフ

ローが作成されている。地震動予測地図の活用につい

ては、耐震化優先度調査の実施・評価および耐震化事

業の緊急度の検討において述べられている。 

 

(3) 学校施設の耐震化の推進に関する提言 

① 学校施設の耐震化推進に関する指針の策定及び予算の措置 

② 相談窓口の設置、研修会・セミナーの実施、手引書・広報資料の作成等の情報提供

機能の充実 
 

等が挙げられている。 

 

4.2.3 地震動予測地図の利用内容 

 建物の耐震補強や改築には多額の費用がかかるため、まず耐震診断を実施することにな

検討組織の設置

☆地方公共団体等の行政担当者（教育委
 員会、財政、建設、防災）、学識経験
者、設計実務者、教職員等で構成　

耐震化優先度調査の実施・評価

☆新耐震基準施行の昭和56年以前に建築され
 た学校施設について、建築年、階数、コン
 クリート強度、老朽化状況、想定震度等に
より、耐震化の優先度を簡易に判定　　

耐震診断等の実施・評価

☆耐震化優先度調査結果に基づき、優先度
の高い建物から順次実施　　　　　　

事業の緊急度の検討

☆耐震診断等の結果に基づき、倒壊又は大破
　する恐れのある耐震化事業を優先
☆学校施設の質的向上のための諸課題と一体
　的に推進

耐震化事業の実施
☆年次計画を策定し計画的に推進

図 4.2.1 既存学校施設の耐震化推進

      計画策定フロー 
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るが、4.2.1 節で述べたように耐震診断自体が進んでいない現状がある。そこで、限られた

予算を有効に利用して既存学校施設の耐震化を進めるために、図 4.2.1 に示したようなフ

ローで耐震化推進計画の策定方法が例示されている。専門家を含めた検討組織を設置した

上で、まず対象地域内にある建物の中で耐震診断又は耐力度調査を実施する順番を決める

ために「耐震化優先度調査」を実施する。その結果にもとづき、優先順位の高い建物から

耐震診断を実施して耐震補強あるいは改築といった耐震化事業の必要性を評価する。ただ

し、耐震化事業は多額の費用がかかることから、地震時に倒壊や大破の危険性がある緊急

度の高い建物から先に事業を実施するように年次計画を策定する必要がある。 

 地震動予測地図の利用は、耐震診断の優先順位の調査、そして耐震化事業を実施する順

番を決めるための緊急度調査において記述されている。以下にその具体的な内容について

述べる。 

 

(1) 耐震診断の優先順位を決める調査における利用 

 耐震化優先度調査は、どの学校施設から耐震診断又は耐力度調査を実施すべきかを効率

的に決めるために、その優先度を５ランクに分類することを目的として実施される。調査

方法は鉄筋コンクリート造校舎と鉄骨造屋内運動場とで次のように異なっているが、いず

れも当該建物が立地している地域の想定震度を調査して優先度分類を行うこととされてい

る。 

① 鉄筋コンクリート造校舎 

i) 基本分類：建築年及び階数によりＩ(優先度高い)～Ｖ(優先度低い)で分類される。 

ii) 補正項目：以下の各項目についてＡ(優先度低い)～Ｃ（優先度高い）で分類され

る。 

a) コンクリート強度（設計基準強度、強度試験値） 

b) 老朽化（鉄筋腐食度、ひび割れ） 

c) プラン（はり間スパン数、桁行スパン長） 

d) 耐震壁の配置（下階壁抜け架構、はり間壁間隔、妻壁の有無） 

e) 想定震度 

Ａ：震度 5強以下、Ｂ：震度 6弱、Ｃ：震度 6強以上 

ただし想定震度が設定されていない場合は分類をＢとする。 

② 鉄骨造屋内運動場 

以下の各項目についてＡ（優先度低い）～Ｃ（優先度高い）で分類される。 

a) 鉄骨軸組筋かい耐震性能 

b) 鉄骨腐食度 

c) 代表的軸組材の座屈状況 

d) 代表的ラーメン架構の柱梁溶接仕口部の溶接状況 
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e) 代表的軸組材及びその接合部の構造安全性 

f) 壁材や天井材等、落下物等に係る安全性 

g) 想定震度 

Ａ：震度 5強以下、Ｂ：震度 6弱、Ｃ：震度 6強以上 

ただし想定震度が設定されていない場合は分類をＢとする。 

 

(2) 耐震補強や改築の事業実施のための緊急度調査での利用 

 優先度の高い建物から耐震診断又は耐力度調査を実施した結果をもとに、耐震化事業の

緊急度を検討して事業の年次計画の策定に資することを目的としている。地震時に倒壊又

は大破する恐れのある建物を優先することとして、構造耐震指標と保有水平耐力に係る指

標によって耐震化事業の緊急度を７段階にランク分けして事業の緊急度を判定することと

している。ただし、実情に応じて緊急度ランクの修正を行うことができるとして、報告書

にはその修正例がいくつか挙げられている。想定震度に関する項は以下のとおりである。 

当該建物が立地している地域の想定震度が 6強以上に評価されている場合は、緊急

度を１ランク程度上げてもよい。 

さらにその注記として、 

想定される震度が７と評価される場合には、緊急度をさらに１ランク高めるなどの

考慮を払うことが望ましい。震度７になる可能性のある地域とは、存在が確認され

ている断層トレースまでの距離が 5km 以下の断層線近隣の地域、建築基準法の第 3

種地盤に相当する堆積層の厚い地域、がけ地や盆地の縁などの地形効果により地震

動が増幅される恐れのある地域などである。 

と述べられている。 

 

(3) その他 

 学校施設の耐震性能目標の設定においては、地震動予測地図の強震動評価結果を目標性

能に反映させる等の直接的な利用方法については言及していない。間接的に、当該地域に

予測される地震動の大きさを考慮することも大切であり、それには地震調査研究推進本部

が作成する「全国を概観した地震動予測地図」をはじめ、中央防災会議や地方公共団体等

が作成する地震動予測地図等を活用することが考えられる、というコメントが記述されて

いる。 

 

4.2.4 地震動予測地図の活用にあたっての課題事項 

地震動予測地図の活用にあたっては、次のような課題事項が工学利用委員会での議論の中

で挙げられた。 

・ 確率論的地震動予測地図と震源断層を特定した地震動予測地図との使い分けや、確率
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論的地震動予測地図の中でも 50 年超過確率 39％、10％、5％の地図のように提供情報

に選択肢がある。そのうちどれを選択したらよいかを実施主体が判断するためのガイ

ダンスが必要である。このためには判断に必要な（やさしくかみ砕いた）情報を提供

する、あるいは実施主体において適切な技術委員会を設けるなどの対応が考えられる。 

・ 耐震改修に際して必要とされる情報の精度レベルのスケールが異なる。改修補強の計

画を立てる際に、例えば補強壁構面数を 3 構面とするか 5 構面とするかといった改修

計画に対し、地震動予測地図により提供される地震動の精度がレベルを異にする（建

物建設地点の地震動レベルが震度階もしくは最大加速度で与えられるが、確実度を含

めた精度のレベルは補強構面数を 3 構面とするか 5 構面とするかを決定できるレベル

で与えられていない）。 

・ 学校施設を管理し、耐震化を進める行政体の単位は、多くは市町村レベルである。地

震動予測地図においては各地域の地震動は、現状では 1km メッシュで与えられるが、

このサイズの地震動評価の差異は地域のローカルな地盤条件によって与えられる影

響が大きく、予測地図により与えられる地域に即した情報を十分に活用するためには、

自治体を含めた体制によって、より詳細な地図の作成が望まれる。 

・ 確率論的地震動予測地図では期間を設定した評価がなされるため、50 年超過確率 5％

の地図にしても、その起点となる年によって想定震度が更新される。したがって、あ

る時点の地図に基づいて耐震改修した建物が、例えばその後 10 年経た後で、新しく評

価される想定地震動に対しては再び既存不適格になる可能性がある。確率事象として

捉えた場合の地震動評価の更新と、改修施策のある程度の期間にわたる継続性を考慮

して、建物の残存期間も考慮した耐震改修のあり方を考える必要がある。 

 

4.2.5 学校施設の耐震化推進のアフターケアについて 

 報告書が刊行された後、実際に学校施設の耐震化計画の策定が進むようにアフターケア

の事業が行われている。 

 まず、実施主体となる教育委員会や実務者を対象に地震動予測地図の活用も含めた講習

会が開催されたほか、相談窓口を設置しサポート体制が敷かれた。相談窓口には計画策定

方法や国庫補助に関する質問のほか、どのような場合にどんな種類の地震動予測地図を用

いたらよいか、などの質問が寄せられており、回答のための専門家の委員会が組織されて

いる。 

 さらに平成 15 年度からは「学校施設の耐震化推進計画策定支援事業」として、モデル的

にいくつかの教育委員会や学校法人等に策定事業を委嘱して実証的な検討を行い、その成

果を全国的に指導・普及させることを目指している。現在のところモデル事業は７団体、

市教育委員会や大学や私立の学校法人等において実施されている。 

 また、耐震化事業に係る経費に対する助成については既に行われてきている。公立学校

施設の耐震化については、改築や補強に要する費用の 1/2 もしくは 1/3 を国から地方自治
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体に補助しており、平成 16 年度は 1155 億円が予算計上されている。国立大学等について

も整備計画にもとづいて耐震化事業が実施されているところである。私立学校についても

施設整備事業が進められてきており、耐震化事業の 1/2 ないし 1/3 の国庫補助が行われて

いる。 

 地震動予測地図の工学利用にあたっても、このように実証的な検討や利用者向けのサポ

ート体制の充実が重要であろうと思われる。 

 

4.2.6 その他の公共施設に対する地震動予測地図の工学利用の事例 

学校施設と同様に、防災拠点となる公共施設の耐震化推進 3)や県有施設の耐震改修 4)にお

いて、耐震診断あるいは耐震化の優先順位を判定するために、対象施設の所在地において

想定される震度を指標の一つとして用いることが提案されている。公共施設の耐震化の優

先順位の判断にあたっては、地震動予測地図は有効に活用されると考えられる。 

 

(1) 耐震改修整備計画策定への利用例 

 総務省消防庁による防災拠点の耐震化を推進する施策において、耐震改修等の優先度を

決定するにあたり対象施設の“構造体が保有すべき耐震性能（要求耐震性能）”と“耐震診

断によりその施設の構造体が保有している耐震性能（保有耐震性能）”を比較し、当該施設

の耐震性能を評価、分類することとなっている。その際、要求耐震性能を評価するにあた

り、(i) 災害応急対策を実施する施設としての用途面の分類、(ii) 対象施設の所在地に想

定される地震動（想定震度）の分類、の２項目を評価する。地震層の分類では、① 特に強

い地震動が想定される場合（震度 6強以上）、② 強い地震動が想定される場合（震度 6弱）、

③ 震度 5 強以下程度の地震動が想定される場合の３つに分けて評価することとしている

(図 4.2.2)。 

 

図 4.2.2 防災拠点となる公共施設等の耐震化推進における想定される地震動の取り込み 
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(2) 耐震診断の優先順位ランクの評価への利用例 

 富山県の耐震改修では、耐震診断実施にあたり優先順位ランクを定めている。優先度の

ランク付けにあたり、建物建設地点における地震動レベルが想定震度によって優先度判定

のフローに考慮されている。この評価においては、震度 6 強以上と震度 6 弱以下の２つの

レベルとして評価され、優先度ランク判定に考慮される。なお、本計画では、地震動予測

地図等による地域に想定される地震動レベルは診断実施の優先度に考慮することとしてい

るが、耐震判定時の必要耐震性能の評価にあたっては、想定震度調査の進展に応じて再検

討をすることとし、現段階（2003 年時点）では地震動レベルに応じて耐震判定指標を割り

増しする提案はされていない。 

 

参考文献 

1) 学校施設の耐震化推進に関する調査研究協力者会議：学校施設の耐震化推進について, 文

部科学省大臣官房文教施設部施設企画課, 2003. 

2) 文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課：－施設助成課・初級編－, ～公立学校施

設整備の現状～, http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/syokyuu.htm, 2003． 

3) (財)日本建築防災協会 SRC 委員会：富山県耐震改修調査研究, 富山県土木部営繕課, 2003.  

4) 防災拠点となる公共施設の耐震化推進検討委員会：防災拠点となる公共施設等の耐震化推進

検討報告書, 総務省消防庁, 2002. 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


